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1.　は じ め に
近藤益雄は、昭和初期から第二次世界戦後にかけて、生

活綴り方教育と知的障害教育・福祉に取り組んだ実践家で
あり、現在の特別支援教育につながる貴重な実践資料・記
録を残している。また、近藤益雄の人物や教育観、教育・
福祉の業績全般に関する研究なども多く、歴史的な評価を
得ている。しかし、日本全体が混乱していた昭和 20年代、
まだ、知的障害養護学校（現在の知的障害特別支援学校）
も義務化されておらず、養護学校学習指導要領も作成され
ていない時期に、知的障害のある児童と積極的に関わり、
日本では初めて、知的障害のある児童への作文指導の可能
性を体系的に示した成果については、紹介されることが少
ない。今日、様々な障害のある児童生徒の個別支援を行う
ために、すべての教員が特別支援教育についての基本的な
専門性を有することが求められているが、近藤益雄の知的
障害のある児童への学習指導の考え方や実践はもっと大き
く評価すべきであり、また、今後特別支援教育に携わるす
べての教師や学生が学んでいかなければならないものであ
ると考える。
本研究では、近藤益雄の生活綴り方の実践を改めて俯瞰

し、知的障害教育を行っていく教師としての知的障害のあ
る児童への関わり方の姿勢や、障害の程度や状況に応じた
作文指導における指導技術と配慮等について、大学での講
義や教員研修などでの配布・提示資料としてまとめること
を目的とする。また、実際に大学での講義を行った後に学
生アンケートを実施し、近藤益雄の実践から、障害観、特
別支援教育の意味、知的障害教育の可能性、個別支援の重
要性などの視点で何を学ぶことができたかを分析してい
く。
本研究は平成 24～25年度の 2年間の生活科学研究所温

故知新プロジェクトによる研究であり、本報告書では、平
成 24年度における研究内容を中間報告としてまとめる。

2.　近藤益雄について
近藤益雄の経歴については、清水 1）が詳細にまとめて

いる。1907 （明治 40） 年長崎県佐世保市で生まれた近藤
益雄は、1926 （昭和 3） 年から長崎県北松浦郡山口村尋常
高等小学校の代用教員になり、その後生活綴り方教育に傾
倒し、国語教育に関する多くの著作を残した。戦後、
1946（昭和 23）年に田平村立田平小学校の校長になるが、
知的障害のある児童の教育に専念するため降格願いを出し
て、再び一教員として佐々町立口石小学校の特殊学級（現
在の特別支援学級）の担任となる。
近藤益雄は生活綴り方教育を中心に知的障害のある児童

の指導に取り組んだ。知的障害のある児童に対して、生活
綴り方教育を実践することにより「知的障害児でも書かず
にはいられない」という実体験と成果についての記録を多
く残している。また、その後知的障害のある児童らと生活
を共にする「野菊寮」を 1953 （昭和 28） 年、「なずな寮」
を 1962（昭和 37）年に開設して、家族ぐるみで知的障害
（児）者の教育と福祉に取り組んだ。

3.　知的障害教育への転向
近藤益雄が生活綴り方を実践した戦後の時代は、知的障

害教育では、小学校段階は生活学習的内容、中学校段階は
作業学習的内容が主流で、教科の指導はごくまれであっ
た。また、公的な教育機関が少なく、学校教育を受けてい
ない知的障害の児童生徒が多かった。
近藤益雄は、このような現状の中で、知的障害のある児

童の可能性を信じ、自分が得意とする生活綴り方教育の手
法を取り入れた。そして、その実践の中から生活学習を基
盤とした教科学習も行っていく新たな知的障害教育の教育
課程の重要性を訴えた。
近藤益雄に関する歴史研究は、特別支援教育の視点から

は、清水　寛、小川英彦、張　穎楨、田中良三、湯浅恭正
らによって研究されている。
特に、近藤益雄が小学校での生活綴り方教育の実践から

知的障害のある児童への教育実践へ転向していくことに関
しては、小川の研究 2）に詳しい。小川は、近藤益雄著の
「小学校における学力低下の問題」3）における記述「子供た
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ちの学力低下の問題は、子供のがわからいえば学習意欲の
問題であり、学習がほんとうに自発的なものに、自己修練
的なものになった時、一つの曙光を見出しうるであろう。
／子供たちが、自分の学力を多く使いうる機会をもち、そ
の使ったことが、そのままよろこびとなった時、子供たち
は自分の学力を大切に育てようとするであろう」を例に示
し、学習意欲に課題のある児童への綴り方教育のあり方に
興味を示し、その後、口石小学校の特殊学級（現在の特別
支援学級）を創設していくまでの過程で、近藤益雄の教育
実践の方向性が知的障害のある児童への教育に大きく変
わっていくことを分析している。また、清水 1）は、近藤益
雄著「こどもと生きる」4）の中で、近藤益雄が、田助尋常
高等小学校の訓導時代に劣等生であった児童とその極貧の
家庭に対する教育的な配慮と支援をしていた実践記録があ
り、これが学習遅進の児童との出会いであったことを記し
ている。

4.　当時の知的障害教育の状況
知的障害教育については、1799年、フランスのカンヌ

の森で発見されたアヴェロンの野生児を育てて教育しよう
とした医師ジャン・イタールの実践 5）や、その弟子であ
るエドワード・セガンが重度の知的障害の児童の体系的な
教育 6）に初めて取り組んできた歴史がある。しかし、時
代背景もあるが、その教育の難しさから、その後、教育対
象として研究されることは多くなかった。日本に知的障害
教育に関する教育内容や教育方法が伝わってきたのは、
1896（明治 29）年、滝乃川学園を創立した石井亮一が渡
米し、セガンの未亡人から主に感覚訓練のための教材教具
などを紹介 7）されたのが一番早いと思われる。
この当時の知的障害児の教育や福祉に関しては、障害児

教育実践体系刊行委員会 8）に詳しく、以下、この章で概
要を示す。知的障害児の救貧対策や治安対策、また、児童
保護、成績不良児対策等の視点から、1911 （明治 44） 年
の東京養育院巣鴨分院の尋常小学校内の障害児の特別クラ
スの開設、1917 （大正 6） 年の大阪府立修徳館（感化院）
での障害児クラスの設置、1900 （明治 33） 年頃の狐女学
院（後の滝乃川学園）での精神薄弱児の特殊部設置、
1890 （明治 23） 年の長野県松本尋常小学校にける成績不
良児学級設置、1905 （明治 38） 年の東京府下谷万年直営
小学校の特別学級設置などが教育施設として設置されてい
るが、国語や算数などの学習としての切り口からの取り組
みはほとんど行われていない状況であった。
また、川田貞次郎が 1919 （大正 8） 年に創設した藤倉学

園や、久保寺保久が 1928 （昭和 3） 年に設立した八幡学園
などの精神薄弱児施設においても、施設教育として鍛錬や
矯正の視点からの教育が焦点であった。

大正期後半になり、都市問題や児童保護問題等への対応
の必要性から、公立小学校内に精神薄弱児のための学級が
作られるようになる。1920 （大正 9） 年の小石川区での林
町小学校と大平小学校での実験学校で促進学級・補助学級
が設置され、その実績をもとに東京府や大阪府の大都市で
の設置が拡充されていった。当初は、体系的な指導内容・
方法がなかったことから、いわゆる「水まし教育」（障害
のない児童生徒への教育内容・方法をそのまま維持し、学
習のレベルや速さを落として授業を行うこと）が行われて
いたが、明石女子師範学校附属小学校主事の及川平治や奈
良女子高等師範学校教授・同附属小学校主事の木下竹次が
障害の特質に応じたカリキュラムの生活化を提唱した。子
どもの生活のなかの題材を単元化して教育を行っていく手
法を生み出した功績は大きい。
時代が昭和に入り、国際社会の中で孤立を深めて政治・

経済的に厳しい中、障害者は「ゴクつぶし」として厳しく
差別されていくが、彼らを守り教育対象としていく教師達
も現れてくる。
前掲の大平小学校補助学級で指導をしていた城戸幡太郎

氏は、「民生教育」論を旗印に、知的障害児の教育・保
護・生産を一体的に考えていく「教育科学研究会」を立ち
上げた。そして、1934 （昭和 9） 年、園長となった精神薄
弱児治療教育施設「小金井学園」において、算数指導を試
み、その成果から、重度の精神薄弱児であっても教育対象
となることと、小学校の教科内容を教えていくことの不合
理さを強く指摘した。そして、精神薄弱児のための別立て
の教育の保障の重要性を唱え、1940 （昭和 15） 年、促進
学級での教科課程案を示した。この教科課程案の中には、
国民科として、中級（7歳から 9歳）での「日常生活に則
せる醇正なる言語の運用指導」、上級（10歳から 12歳）
での「漢字交じり文の指導、語法の初歩、通信及び日常の
簡易なる記録の指導」の内容が示され、ここに初めて知的
障害児への綴り方教育や作文指導の位置づけが示されるよ
うになったのである。しかし、具体的な指導内容・方法に
ついての研究への着手は近藤益雄の出現を待たなければな
らなかった。また、補足であるが、この時代にプロレタリ
ア運動に関連した新興教育運動が起こり、関連する教師達
が、障害のある児童の教育にも傾倒していった。1929 （昭
和 4） 年、東京府の深川区の明治小学校で特殊学級の担任
であった本庄陸男は、心理学者青木誠四郎（東京家政大学
開学当初の学長）の指導のもとに、知能別学級編成を試み
ている。当時、特殊学級には 40人在籍していたとのこと
であるが、知的障害児の指導において、障害の程度や状況
に応じた少人数指導の重要性を示した貴重な実践であった
ことが伺える。
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5.　生活綴り方の教育について
生活綴り方教室は日常生活を題材とした作文教育を通し

て社会や自然を見つめさせる教育であった。明治後半の
1900年代に日本の地方農山漁村の学校で国語の作文指導
を使って実践されるようになった。高知県の山村の小学校
での小砂丘忠義の実践 9）、1918 （大正 7） 年創刊の雑誌
「赤い鳥」（編集者：鈴木三重吉）10）、1929 （昭和 4） 年創
刊の「綴方生活」（編集者：志垣　寛、小砂丘忠義）9）、
1930 （昭和 5） 年、秋田の青年教師らが創刊した「北方教
育」11）、北原白秋の児童自由詩 12）などが著名であり、一大
民間教育運動に発展した。その後、戦時下の中断を経て戦
後も復活し、全国こども電話相談室で有名な無着成恭の
「山びこ学校」13）などへ継承されていった。現在も 1952
（昭和 27）年設立された「日本作文の会」に活動が引き継
がれている。

6.　近藤益雄と生活綴り方の教育について
近藤益雄は、東京の国学院大学高等師範部に入学し、自

由律俳句の荻原井泉水の門下となった。卒業後、長崎県北
部の辺地・離島で教鞭をとるが、洗礼を受けクリスチャン
となる。
山村での教育実践を行っていく中で、当時、長崎県で精

力的に実践されていた生活綴り方教育に傾倒していくこと
になる。また、教職を続けながら、貧困であり、教育を十
分に受けることができない児童たちの生活教育を行うため
に、自ら平戸児童生活研究所を設立している。
終戦を迎えるこの時期、近藤益雄の長男が広島で原爆死

となってしまったことや、組合運動に没頭していくなどの
影響もあると思われるが、これらの過程の中で、自分自身
の教育観や指導観の大きな転換があり、学習遅進の児童へ
の指導への興味が深まり、戦後、知的障害のある児童への
綴り方教育への意志が固まってきたのではないかと推測さ
れる。

7.　近藤益雄の障害観
近藤益雄が知的障害のある児童へ寄せる心情を表した詩 14）

がある。

手をひく

手を　ひいてやろうと
わたしが　手をだすと
この子も　手を　だしたが
それは　いつものように
よだれに　ぬれていた
それで

その手を　いそいで　ひっこめて
ごしごしと　自分の服で　こすって
ぬぐうてから　この子は
うれしげに　わたしの手を　にぎった
かわいく　ぬくく　いじらしい手であった
近藤益雄詩集「この子をひざに」より

欧米諸国で、中世からキリスト教が障害者の保護や慈悲
を実践してきた歴史的事実とともに、日本においても滝乃
川学園を創設したキリスト教徒の石井亮一をはじめ、多く
の教育や福祉の実践がある。近藤益雄もイエズス会の布教
が盛んであった長崎に生まれ、敬虔なカソリックのクリス
チャンである。そういった宗教的背景からの知的障害のあ
る児童への慈しみも強く感じられる詩である。また、「特
殊才能の伸ばし方」15）のタイトルにあるように、知的障害
のある児童に対して、決して欠陥や不能という見方ではな
く、才能を認め、指導の工夫により能力開発の可能性を信
じていたことは、特筆すべき障害観である。

8.　近藤益雄の作文指導の基本的な考え方
近藤益雄が特殊学級の担任時代に出版した「精神遅滞児

の国語指導」16）をベースに、その後理論的な体系を含めて出
版した「精神薄弱児の読み書きの指導」17）に知的障害のあ
る児童への作文指導の基本的な考え方が以下のように示さ
れている。

読み書きは必要か？
（1）  特殊学級に、はいるほどの精神薄弱児には、やっ

ぱり、よみかきの力は、つけてやるべきだ。
（2）  その理由は、その子どもたちに、「人間らしい生

活へのあこがれ」をとげさせてやるために。
（3）  また、そのあこがれを、もたせ、もえたたせて

やるために。
（4）  また、よみかきの学習をすることで、勉強のた

のしさや、よろこびをもつことができるために。
（5）  また、いくらかでも、よみかきの力を、この子

どもたちの生活に役にたつようにするために。
（6）  また、それらの力が、この子どもたちに、いくら

かの自信、いくらかの誇り、いくらかの幸福感を
あたえることができるために。（それができない
ようならば、よみかき学習はしない方がいい。）

この基本的な考え方は、現在の特別支援教育に通じる重
要な視点が含まれていると考える。

1つ目に、国語学習指導のための耳と口と目と手先の訓
練の必要性を示したことは、ジャン・イタールのアヴェロ
ンの野生児の研究、エドワード・セガンの生理学的な指導
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法、モンテッソーリの感覚教育法などと通じる指導原理で
あり、現在の特別支援学校の学習指導要領の「自立活動」
の領域に符合する点が多い。

2つ目に、子どもの実態に応じた体系的な国語指導教材
表を作成したことは、教材の個別化、発達段階の評価、個
別指導計画の作成など、特別支援学校の学習指導要領の総
則につながる視点である。

3つ目に、生活学習と国語学習指導を一体化したことは、
特別支援学校の学習指導要領の中で領域・教科を合わせた
指導としての「生活単元学習」の重要性と符合する考え方
である。

4つ目に、国語学習にふさわしい教室環境の重要性を示
したことは、思考を深める教育環境、繰り返し学習できる
教育環境、構造化された教室環境の配慮・工夫である。こ
れは、特別支援学校の学習指導要領の総則の中で示された
指導計画の作成等にあたって配慮すべき事項に「…児童又
は生徒の障害の状態や特性等に即した教材・教具を創意工
夫するとともに、学習環境を整え、指導の効果を高めるよ
うにすること。」とあることにつながる重要な指摘である。

9.　作文指導の技術について
著書「精神薄弱児の読み書きの指導」17）において示した

知的障害のある児童への国語指導の技術に焦点をあてて分
析する。
指導技術の基本に関して、近藤は以下 4点の重要性を
示している。
1）指導の技術に血をかよわせて
2）子どもをはげます指導の技術を
3）  子どもの能力の限界や質をみきわめながら、それをす
こしずつひろげることをねがう指導の技術を

4）小きざみと、くりかえし
これらの 4点の指摘は、知的障害のある児童への教育

においていつの時代でも重要とされてきたものである。
近藤益雄は、口石小学校みどり組での実践から、まず

は、技術以前に、子どもと同じ座について子どもの肌に触
れながら一つの言葉、文字を子どものものにしていく心構
えの大切さを訴えている。障害のない子どもへの一斉指導
とは異なり、少人数の学級の中で、子どもの近くに寄り添
い 1対 1に近い形での指導を行っている現在の特別支援
学級での指導形態につながる視点である。
また、子どもを励ます指導の技術に関しては、「よめな

い字の征伐」と題し、個別のひらがな五十音表を掲示して
読めるようになったひらがなに○を付けていくがんばり表
を提案している。現在の特別支援教育における教材の個別
化や個別の励ましなどの重要性につながるものである。
さらに、子どもの能力を少しずつ広げていくという指導

に関しては、子どもの得意不得意があっても、少しずつの
進歩を見つけて、その力を広げていく指導観が、現在の特
別支援教育の基本である個別指導計画の作成、活用に通じ
るものであると考える。また、小刻みと繰り返しの学習方
法の指摘に関しては、言葉の指導だけでなく、知的障害教
育全般におけるスモールステップでの指導の重要性を意味
し、米国ウィスコンシン州のポーテージ市で 1969年に組
織化された、その後日本での障害のある乳幼児のスモール
ステップでの養育方法として定着した「ポーテージプログ
ラム」18）などにも通じるものである。
以上のように、現在の知的障害教育における基本理念や

基本的な指導原理を、近藤益雄は、綴り方教育を知的障害
のある子どもへ指導する実践の中から導き出していたこと
について大きな評価がなされるべきであると考える。

10.　作文指導の実践に関して
次に、知的障害のある子どもへの作文指導の技術に関す

る視点についてである。作文は原稿用紙を児童に渡して、
教師が「作文を書きなさい。」と言っても、すぐに書ける
わけではない。
児童の発達段階に応じて、まとまった考えや思いを頭の

中にイメージし、正確に文章で表現していくためには、
様々な能力を必要とする。
近藤は、綴り方指導の段階的な技術として、著書「精神

薄弱児の読み書きの指導」17） （1961）の中で、以下のよう
な手順を踏んでいくことの大切さを示している。

1　ひらがなの指導
　（1）　言葉集め
　（2）　言葉の読み書き
2　ひらがなの文字指導
　（1）　言葉から文字への指導
　（2）　文字から言葉への指導
3　漢字とカタカナとローマ字の言葉指導
　（1）　漢字の言葉指導
　（2）　漢字の言葉の読み書きと意味指導
　（3）　カタカナとローマ字の言葉指導
4　ひらがなの短い文の指導
5　少し長いひらがなの文の指導
6　作文の指導
　（1）　何を書かせるか
　（2）　どんなにして書かせるか
　（3）　どんなにして直させるか
　（4）　どんなにして活かして使わせるか
近藤益雄 「精神薄弱児の読み書きの指導」（1961） 

p. 144～220の項目を著者らが再構成
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特に、言葉の読み書きを単語レベルから文章レベルへ発
展させていくために重要な指導のステップとなる「短い文
の指導」においては、口の動きを伴わせるための声を出し
て読ませることや、頭の中に記憶させるために、一目読み
や覚え読みをさせること、視覚的に記憶させていくため
に、手本を見て一字ずつ書き写させたり聞いて書かせたり
する活動を段階的に取り入れている。このような丁寧で個
別に繰り返し、短い文章の読み書きを定着させる指導は、
時間がかかるが効果的な指導である。
このような指導の延長に、日常の生活の中での出来事や

そのことについての自分の思いを文章に書いて表現したい
という欲求が生まれてくるものである。
著書「精神薄弱児の読み書きの指導」17）の中には、いく
つかの子どもの作文が紹介されているが、一例を挙げる。

ストーブにあたる先生
 二年女
わたしたちばかりそうじをしてさむか。せんせいは
ひちりん（ストーブのこと）にあぶるからいいです
ね。わたしたちはひちりんにあたらんからさむいで
す。きょうのちょうれいのときもさむいでした。こ
んどは「ふゆになるから、さむいのです。おとこで
もおんなでもさむいです。ひるごろになったらさむ
くないです。ひがでると、さむくないです。それか
らそとにでて、てまりをしています。せんせいたち
ばかり、ひちいりんにあたっていいですね。わたし
たちはさむいのです。わたしたちのそうじはせんで、
せんせいたちは、ひちりんに、いいですね。

（近藤が表記の誤りをすこし訂正）

日常の学校生活の中で、自分の思いを素直に述べるとと
もに、学習や生活経験などを通して科学的・理論的に試行
を深めている記述がすばらしいものである。知的レベルは
不詳であるが、現在の特別支援学校や特別支援学級におい
て、これだけの文章を書かせることのできる教師、また、
その指導により、きちんとした文章を書けるだけの能力を
開発してもらえた知的障害の子どもがどれだけいるであろ
うか。

11.　現在に引き継がれる近藤益雄の精神
近藤益雄の教育理念は「のんき・こんき・げんき」であ

る。怒ったりせず、粘り強く、励ましながら教育すること
の大切さがこの言葉に表れている。全国的に知られた特別
支援教育の歴史的な実践家であり偉人である近藤益雄の実
績が、現在の長崎県の北松浦郡佐々町の口石小学校に残さ
れているかどうか確かめに、平成 25年 1月に訪ねてみた。
すると、学校の正門前に写真 1のように「やる気　本気　

根気」との校訓が書かれた石碑が建立されていた。また、
写真 2のように現在、「一の組」と呼ばれる特別支援学級
の教育目標としても、教室内にその言葉が大きく掲示され
ていた。
言葉のニュアンスが多少異なるが、このような教育目標

は、近藤益雄が教員として勤めていた時代から引き継がれ
てきているとのことを現在の校長から伺った。

12.　現在の学習指導要領に関して
現在、特別支援学校学習指導要領 19）では、知的障害者
である児童に対する教育を行う特別支援学校での小学部国
語科の内容の中で、作文はあまり重要視されていないよう
に感じられる。
知的障害者である児童に対する教科「国語」では、日常

生活に必要な国語を理解し、伝え合う力を養うとともに、
それらを表現する能力と態度を育てることを目標に、指導
内容を児童の知的障害の状態や経験等に応じて、段階別に
定めているが、以下の表に示したように、3段階であっても
短い文を平仮名などで書くことを設定しているのみである。

写真 1　玄関前の校訓の石碑

写真 2　特別支援学級に掲示された教育目標
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［国語］
1　目標
　日常生活に必要な国語を理解し、伝え合う力を養
うとともに、それらを表現する能力と態度を育てる。
2　内容
○ 1段階
（1）　  教師の話を聞いたり、絵本などを読んでも

らったりする。
（2）　  教師などの話し掛けに応じ、表情、身振り、

音声や簡単な言葉で表現する。
（3）　教師と一緒に絵本などを楽しむ。
（4）　  いろいろな筆記用具を使って書くことに親し

む。
○ 2段階
（1）　  教師や友達などの話し言葉に慣れ、簡単な説

明や話し掛けが分かる。
（2）　  見聞きしたことなどを簡単な言葉で話す。
（3）　  文字などに関心をもち、読もうとする。
（4）　文字を書くことに興味をもつ。
○ 3段階
（1）　  身近な人の話を聞いて、内容のあらましが分

かる。
（2）　  見聞きしたことなどのあらましや自分の気持

ちなどを教師や友達と話す。
（3）　  簡単な語句や短い文などを正しく読む。
（4）　簡単な語句や短い文を平仮名などで書く。
＊特別支援学校小学部学習指導要領より抜粋

（下線は筆者ら）

この学習指導要領は、小学校の特別支援学級においても
参考とされるものであるが、東京都教育庁指導部がまとめ
た平成 23年度の教育課程分析 20）では、知的障害特別支
援学級で、小学校 6年生の国語科を設定している学級で
の年間総授業時数の平均は 177単位時間であった。小学
校学習指導要領に示された国語科第 6学年の標準授業時
数 175単位時間以上を確保していることになるが、実際
に教科「国語」を設定している特別支援学級は全体の内わ
ずか 29.2％しかなく、多くの特別支援学級で体系的な作
文指導の時間の確保がなされていない状況である。
また、現在、知的障害教育の中で、作文指導を体系的に

研究している研究者や実践家もほとんどいない。指導に時
間をかける割に定着しないことや、日常生活の指導の中
で、文章を書く機会や経験が少なく口頭でのやりとりで済
ますことが多いことや、最近の電子情報機器の活用などに
よる報告や連絡などに重きがおかれるようになってきてい
るなどの理由が考えられる。

しかし、現行の学習指導要領で「言語活動の充実」が重
要視され、様々な言語活動を通して、思考力・判断力・表
現力を育んでいく指導が求められている。このことは知的
障害のある児童にとっても同じであり、作文指導を通し
て、じっくりと時間をかけて自分の思いや考えを他の人に
正しく伝える力を培っていくことは、社会参加・自立を目
指す上で重要であると考える。また、特別支援教育に携わ
る者は、近藤益雄の実践を振り返り、その実践の意義を再
認識し、児童の能力を最大限伸ばしていく教育を行ってい
かなければならないと考える。

13.　今後の研究課題
平成 25年度においては、以下の取り組みを行っていく。
1）　  「障害と教育」等の講義において近藤益雄の実践を

紹介し、現在の特別支援教育の中で評価すべき点
を学生に考えさせていく。

2）　  近藤益雄の実践を学んだことで、今後、知的障害
のある児童と接する時に、心がけておくことを学
生に考えさせていく。

また、近藤益雄の実践における障害観、特別支援教育の
意味、知的障害教育の可能性、個別支援の重要性などの視
点を含めた学生への講義を通して、「何故、特別支援教育
が教育の原点と言われるのか？」「障害のある児童と関わ
ることで、自分自身が成長したことは何か？」を学生に考
えさせ、障害のある児童の教育とは何かを学生一人ひとり
に意識啓発していきたい。
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